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《本号の表紙絵》

はしかおとざそうし

『麻疹御伽隻紙』（大塚修琴堂所蔵）の挿絵

予防医学や免疫学が未発達の江戸時代、麻疹は痘

瘡や虎列刺と並ぶ最も恐れられた伝染病。幕末、文

久2年（1862）の大流行時に“はしか絵”と称され

る呪符と防疫方（食養等）を兼ねた錦絵・引札が多

数刊行されていることは周知（｢図録日本医事文化

史料集成第4巻」参照)。当然､麻疹のための專著も

多く100種に垂んとする。当該期の疾病史研究の資

料とするに十分であろう。なかに麻疹に取材した戯

作も数種あり、今回の表紙絵はその一つである。

半紙本(縦22，6糎×15,8糎)1冊。題菱鉄、大塚

敬節のメモ「絵本麻疹お伽双紙麻疹薬種合戦」が

残る。全18丁、前表紙に「麻疹によろしき食物」

半丁、後表紙に江戸南伝馬町さか本氏製「御かほの

くすり美艶仙女香」の広告半丁を貼付する。文政七

甲申三月吉日の蔦屋十三郎以下4人の刊記。

江戸時代、麻疹は20～30年周期で流行した。順

に示せば元禄3．宝永5．享保15．宝暦3・安永5．

享和3．文政7．天保7．文久2等となり、本書は文

政7年時のもの。

善玉（鍾埴や鎮西八郎為朝）が悪玉（擬人化され

た麻疹）を懲らしめるのは“はしか絵”でも普通の

趣向だが､本書の特色は麻疹治療に有効な生薬を善

玉の武人に擬している点にある。所掲場面は、風雲

に乗って飛来する麻疹鬼を迎え撃つ升麻葛根湯の

軍勢の図。升麻・葛根を大将に左右に甘草・勺薬が

控え、手には薬匙。右端に頬杖をつく桔梗（桔梗湯

五郎）の旗差物は厄除けの多羅葉。陣幕は医者の供

奴が着る印半纏｡病室らしき六枚屏風の向こうにも

大黄･連翅･黄･芒消･薄荷･山楯子らが蟠居する。

「参蘇飲入道、先陣に進んで麻疹鬼を追いまくる

図」「涼隔剤助、大熱の軍勢を退治する図」「黄連解

毒・白虎湯蔵、煩躁の軍勢をしづめる図」など挿絵

も豊富で、まことに楽しい一書である。

（町泉寿郎）

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
編
…
：
六
会

、
藤
田
尚
男

・
野
尻
佳
与
子

・
立
川
昭
二

・
吉
良
枝
郎

一一一一一エー子

〆、〆、〆、〆、

／、ノ、ノ、一上

にヨニニーナL

七
三
九


